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は
じ
め
に

　

宗
像
市
大
島
は
、「
神
宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
と
し
て
、

沖
ノ
島
、
宗
像
大
社
辺
津
宮
な
ど
と
共
に
、
平
成
二
十
九(

二
〇
一
七)

年
世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
島
で
あ
る
。
宗
像
三
女
神
の
う
ち
湍
津
姫
神
を
祀
る
中

津
宮
が
あ
る
。
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
に
は
、
大
島
の
御
嶽
山
山
頂
に
祀
ら

れ
て
い
た
が
、
現
在
御
嶽
山
の
麓
で
、
海
に
面
し
た
地
に
社
殿
が
あ
る
。
島
の

人
々
の
篤
い
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
年
間
多
く
の
神
事
が
斎
行
さ
れ
る
。
そ
の
中

に
、「
事
な
き
柴
」
が
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
神
事
は
中
津
宮
で
行
わ
れ

る
が
、
大
島
の
人
は
一
切
関
与
し
な
い
。
福
岡
県
遠お
ん
賀が

郡ぐ
ん
芦あ
し
屋や

町
の
漁
師
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
祭
り
で
あ
る
。

そ
し
て
福
岡
市
東
区
志し
か
の賀
島し
ま
で
も
、
同
名
の
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
両

者
の
「
事
な
き
柴
」
に
つ
い
て
詳
細
に
調
べ
て
、「
事
な
き
柴
」
と
は
何
か
、

そ
し
て
そ
の
背
景
に
あ
る
信
仰
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
以

下
、
令
和
二(

二
〇
二
〇)

年
と
令
和
三
年
に
行
っ
た
調
査
に
基
づ
い
て
い
る

。一
、
大
島
の
「
事
な
き
柴
」

（
一
）
遠
賀
郡
芦
屋
町

　

遠
賀
郡
芦
屋
町
は
、
北
九
州
市
に
隣
接
し
て
い
る
人
口
一
万
三
千
人
ほ
ど
の

町
で
あ
る
。
響ひ
び
き
な
だ灘に
臨
む
遠
賀
川
沿
い
に
あ
る(

図
１)

。

『
日
本
書
紀
』
巻
八
仲
哀
天
皇
八
年
正
月
の
条
に
、
仲
哀
天
皇
と
神
功
皇
后

が
筑
紫
に
行
幸
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
と
し
て
記
事
が
あ
る
。

と
あ
る
。
現
在
の
福
岡
県
遠
賀
郡
芦

屋
町
の
岡
の
県
主
で
あ
る
熊
鰐
は
、

仲
哀
天
皇
の
行
幸
を
聞
い
て
服
属
を

誓
い
、
あ
ら
か
じ
め
五
百
枝
の
賢
木

を
取
っ
て
、
九
尋
の
船
の
舳
に
立
て

た
。
そ
し
て
三
種
の
神
器
の
白
銅

鏡
、
十
握
剣
、
八
尺
瓊
を
か
け
て
、

《
研
究
ノ
ー
ト
》

　
「
事
な
き
柴
」
を
め
ぐ
っ
て

𠮷
田
扶
希
子

岡
縣
主
の
祖お
や

熊わ

鰐に

、
天
皇
の
車

駕
を
聞
り
て
、
予
め
五
百
枝
の

賢
木
を
拔こ

じ
取
り
て
、
九
尋
の

船
の
舳へ

に
立
て
て
、
上
枝
に
白

銅
鏡
を
掛
け
、
中
枝
に
は
十
握

剣
を
掛
け
、
下
枝
に
は
八や

尺さ
か
瓊に

を
掛
け
て
、
周
芳
の
沙さ

ば麼
の
浦

に
参
迎
ふ
、
魚な

塩し
お
の
地
を
献

る
。

図１　芦屋町と大島
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周
防
の
サ
バ
の
浦
に
お
迎
え
に
出
か
け
る
。
現
在
の
山
口
県
防
府
市
佐
波
か
と

い
わ
れ
る
。
そ
し
て
魚
や
塩
が
取
れ
る
地
を
献
上
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
続

く
。

と
あ
る
。
遠
賀
郡
山
鹿
郷
の
山
鹿
岬
、
つ
ま
り
遠
見
ノ
鼻(

岩
屋
崎)

を
廻
っ

て
、
外
海
か
ら
岡
浦
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
岡
水
門
に
来
る
と
、
船
が
進
ま

な
く
な
っ
た
。「
忠
誠
心
を
も
っ
て
臨
ん
だ
は
ず
な
の
に
、
何
故
船
は
進
ま
な

い
の
か
」
と
天
皇
は
熊
鰐
を
責
め
る
。
す
る
と
「
こ
れ
は
、
こ
の
浦
に
い
ま
す

大
倉
主
と
菟
夫
羅
媛
の
神
の
御
心
の
せ
い
だ
」
と
熊
鰐
は
い
う
。
そ
こ
で
、
倭

国
の
菟
田(

奈
良
県
宇
陀
郡)

の
伊
賀
彦
を
神
官
と
し
て
、
そ
の
神
々
を
祀
ら

せ
た
。
す
る
と
す
ぐ
に
船
が
進
ん
だ
と
い
う
。
大
倉
主
神
と
菟
夫
羅
媛
は
、
芦

屋
町
岡
お
か
の

湊み
な
と神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
神
で
あ
る
。
岡
湊
神
社
は
、「
岡
倉
社
」
と

も
古
く
は
称
し
、
素
戔
嗚
尊
を
配
祀
す
る
芦
屋
町
の
産
土
神
で
あ
る
。
か
つ
て

は
、
入
海
に
出
た
「
岡
の
上
」
に
鎮
座
し
て
い
た
。

　

そ
し
て
神
功
皇
后
だ
が
、

と
あ
る
。
神
功
皇
后
は
、
仲
哀
天
皇
と
は
別
の
船
で
、
洞
海
湾
よ
り
入
っ
た

が
、
潮
が
引
い
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
熊
鰐
は
迎
え
に
あ
が
っ
た
。
そ

し
て
す
ぐ
に
魚
池
・
鳥
池
を
作
り
、
魚
や
鳥
を
集
め
た
。
そ
の
魚
や
鳥
に
神
功

皇
后
は
心
を
癒
さ
れ
、
怒
り
を
お
さ
め
ら
れ
た
。
や
が
て
潮
は
満
ち
、
船
は
進

む
こ
と
が
で
き
、
神
功
皇
后
は
、
岡
津
に
泊
ま
ら
れ
た
と
あ
る
。

「
岡
水
門
」
は
遠
賀
郡
河
口
の
湊
で
、
後
の
芦
屋
津
で
あ
る
。
博
多
と
畿
内

と
の
航
路
の
中
継
地
と
し
て
発
展
し
た
地
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
大
坂
・
江

戸
、
遠
く
は
松
前
（
函
館
付
近
）
ま
で
往
来
し
、
商
人
た
ち
が
活
躍
し
た
。
廻

船
問
屋
も
栄
え
「
芦
屋
千
軒
・
関
千
軒
」
と
よ
ば
れ
た
。

　

生
業
と
し
て
、
商
業
、
農
業
の
他
、
漁
業
が
盛
ん
で
、
一
本
釣
り
、
刺
し
網

が
主
体
で
あ
る
。

(

二)

大
島
中
津
宮
参
詣
の
「
事
な
き
柴
」

　

福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
の
漁
業
従
事
者
に
よ
っ
て
、
一
月
八
日
か
ら
九
日
に

か
け
て
「
事
な
き
柴
」
を
行
う
。
以
前
は
、
一
月
十
五
日
ま
で
の
う
ち
、
天
候

を
み
て
、
シ
ケ
の
日
に
決
定
し
て
い
た
。
こ
の
日
は
漁
止
め
に
す
る
。
令
和
三

(

二
〇
二
一)

年
は
、
諸
事
情
に
よ
り
、
一
月
十
一
日
に
実
施
し
た
。
二
十
年

ほ
ど
前
に
、
現
在
の
一
月
八
日
・
九
日
に
固
定
さ
れ
た
。
宗
像
市
大
島
で
代
表

者
が
「
事
な
き
柴
」
を
作
り
清
め
て
も
ら
い
、
芦
屋
町
に
持
ち
帰
っ
て
お
守
り

と
す
る
。
何
事
も
な
く
大
漁
と
な
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
願
す
る
も
の
で
、
芦
屋

皇
后
、
別
船
に
め
し
て
、
洞く
き
の
う
み海よ
り
入
り
た
ま
ふ
。
潮
涸ひ

て
進
く
こ
と
得

ず
。
時
に
熊
鰐
、
更
還
り
て
、
洞
よ
り
皇
后
を
迎
へ
奉
る
。
則
ち
御
船
の

進
か
ざ
る
こ
と
を
見
て
、
惶お

ぢ
懼
か
し
こ
まり

て
、
忽
に
魚
池
・
鳥
池
を
作
り
て
、

悉
に
魚
鳥
を
聚
む
。
皇
后
、
是
の
魚
鳥
の
遊
を
看
し
て
、
忿い
か
りの
心
み
こ
こ
ろ、
稍
に

解
け
ぬ
。
潮
の
満
つ
る
に
及
び
て
、
即
ち
岡を
か
の
つ津
に
泊
り
た
ま
ふ
。

既
に
し
て
海
路
を
導
き
つ
か
へ
ま
つ
る
。
山や
ま
が
の
み
さ
き

鹿
岬
よ
り
廻
り
て
岡お
か
の
う
ら浦に
入

り
ま
す
。
水み
な
と門

に
至
る
に
、
御
船
、
進
く
こ
と
得
ず
。
則
ち
熊
鰐
に
問
ひ

て
曰
は
く
、「
朕
聞
く
、
汝
熊
鰐
は
、
明
き
心
有
り
て
参
来
り
。
何
ぞ
船

の
進
か
ざ
る
」
と
の
た
ま
ふ
。
熊
鰐
奏
し
て
曰
は
く
、「
御
船
進
く
こ
と

得
ざ
る
所
以
は
、
臣
が
罪
に
非
ず
。
是
の
浦
の
口
に
、
男
女
の
二
神
有

り
、
男
神
を
ば
大お
お
く
ら
ぬ
し

倉
主
と
曰
す
。
女
神
を
ば
菟つ

ぶ

ら
夫
羅
媛ひ
め

と
曰
す
。
必
に
是

の
神
の
心
か
」
と
ま
う
す
。
天
皇
、
則
ち
祷
祈
み
た
ま
ひ
て
、
挾か
じ
と
り
杪
者
倭

国
の
菟う

田だ

の
人
伊い
が
ひ
こ
賀
彦
を
以
て
祝は
ふ
りと
し
て
祭
ら
し
め
た
ま
ふ
。
則
ち
船
進

く
こ
と
得
つ
。
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町
漁
業
協
同
組
合(

遠
賀
漁
業
協
同
組
合
芦
屋
支
所)

が
中
心
に
な
っ
て
行
い
、

「
大
島
参
り
」
と
よ
ば
れ
る
。

　

ま
ず
前
日
一
月
七
日
に
、
ク
ジ
を
ひ
い
て
行
く
人
を
決
め
る
。
組
合
員
が
六

十
人
ほ
ど
い
た
頃
に
は
、
六
人
も
し
く
は
四
人
で
大
島
に
行
っ
て
い
た
が
、
現

在
は
組
合
員
二
十
人
か
ら
三
人
を
選
ぶ
。
箱
か
ら
「
沖
津
宮
参
拝
」
と
書
い
た

紙
を
引
け
ば
当
た
り
で
あ
る
。
不
思
議
と
、
三
人
の
う
ち
一
人
は
経
験
者
が
当

た
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
人
に
倣
う
形
で
行
事
を
進
め
る
。
地
域
の
代
表
と
い

う
こ
と
で
、
名
誉
な
こ
と
で
、
使
命
感
や
誇
り
も
あ
り
、
喜
ん
で
参
加
し
て
い

る
と
い
う
。
抽
選
な
の
で
、
続
け
て
行
く
者
が
で
る
場
合
も
あ
る
が
、
長
年
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
者
も
い
る
。
純
粋
に
抽
選
で
あ
る
。

　

当
日
、
三
人
が
芦
屋
町
漁
業
協
同
組
合
に
集
合
し
て
、
宗
像
に
向
か
う
。
特

に
出
か
け
る
前
に
、
地
元
の
神
社
に
参
詣
や
、
見
送
り
や
出
発
式
の
よ
う
な
も

の
は
な
い
。
代
表
者
三
人
が
、
購
入
し
た
昆
布
・
ス
ル
メ
を
持
っ
て
、
大
島
行

き
の
船
が
発
着
す
る
宗
像
市
神
湊
の
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
タ
ク
シ
ー
で

向
か
い
、
十
一
時
二
十
五
分
発
の
フ
ェ
リ
ー
で
大
島
に
行
く
。
か
つ
て
タ
ー
ミ

ナ
ル
よ
り
手
前
で
、
漁
港
が
あ
る
宗
像
市
鐘
崎
ま
で
歩
い
て
行
き
、
そ
こ
の
漁

師
か
ら
櫂
船
を
借
り
た
り
、
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
渡
航
し
て
い
た
。
大
島

に
行
く
理
由
と
し
て
「
事
な
き
柴
」
の
こ
と
を
話
す
と
、
皆
喜
ん
で
乗
せ
て
く

れ
た
と
い
う
。

　

大
島
に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
中
津
宮
に
、
島
に
参
り
ま
し
た
と
い
う
挨
拶
を

し
て
か
ら
、
沖
津
宮
遙
拝
所
に
行
く
。
こ
こ
か
ら
約
五
十
㌔
離
れ
た
沖
ノ
島
の

姿
が
見
え
る
が
、
入
島
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
沖
ノ
島
に
祀
ら
れ
る
沖
津
宮
を

拝
む
こ
と
が
で
き
る
場
で
あ
る
。
中
津
宮
か
ら
徒
歩
約
三
十
分
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
芦
屋
町
の
人
は
、
島
内
の
移
動
に
は
タ
ク
シ
ー
を
使
う
。

　

遙
拝
所
参
拝
後
、
遙
拝
所
の
下
の
斜
面
に
繁
る
ハ
マ
ビ
ワ
の
枝
葉
を
取
る
。

こ
れ
が
「
事
な
き
柴
」
と
な
る
。
こ
こ
に
は
数
本
自
生
し
て
お
り
、「
事
な
き

柴
」
を
取
り
続
け
て
も
、
当
分
な
く
な
る
心
配
は
な
い
。
採
取
す
る
場
所
の
細

か
な
決
ま
り
は
特
に
な
く
、
芦
屋
町
漁
業
組
合
員
の
数
だ
け
、
傷
が
な
い
枝
葉

を
取
っ
て
い
く
。
必
ず
一
人
分
に
二
枚
葉
が
つ
く
よ
う
に
す
る
。
そ
れ
か
ら
中

津
宮
に
戻
っ
て
参
拝
し
、
取
っ
た
ば
か
り
の
「
事
な
き
柴
」
用
の
葉
と
、
昆

布
、
ス
ル
メ
を
初
穂
料
と
と
も
に
納
め
る
。
こ
れ
で
こ
の
日
は
終
了
と
な
る
。

こ
の
日
の
島
で
の
予
定
は
、
島
に
行
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
決
め
て
行
い
、
順
番
な

ど
に
厳
し
い
決
ま
り
は
な
い
。
定
宿
の
民
宿
「
沖
廣
屋
」
に
宿
泊
す
る
。

　

翌
日
午
前
七
時
頃
、
ま
ず
沖
津
宮
遙
拝
所
付
近
の
海
で
禊
を
す
る
。
顔
と
手

を
海
水
で
洗
う
程
度
で
あ
る
。
二
十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
午
前
五
時
頃
に
、
沖

津
宮
遙
拝
所
の
北
側
の
海
に
全
裸
で
入
っ
て
禊
を
し
て
い
た
。
禊
後
に
遙
拝
所

を
参
拝
し
、
中
津
宮
に
移
動
し
て
御
祈
願
と
な
る
。
神
職
と
芦
屋
町
の
漁
師
三

人
だ
け
で
、
神
事
を
行
う
。
大
島
の
人
は
一
切
関
与
し
な
い
。
年
長
順
に
、
玉

串
奉
奠
を
し
て
終
了
で
あ

る
。
そ
の
後
社
務
所
に
て
直

会
が
あ
る
。
カ
ズ
ノ
コ
や
ノ

ウ
サ
バ
が
、
神
社
の
方
で
用

意
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
昆

布
・
ス
ル
メ
と
と
も
に
、
沖

津
宮
の
お
札
、
完
成
し
た

「
事
な
き
柴
」
を
い
た
だ

く
。「
事
な
き
柴
」
は
、
昨

日
採
っ
た
葉
を
清
め
た
後
、

写真１ 大島参りの「事なき柴」
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「
シ
メ
ノ
コ
」
と
い
う
紙
垂
を
二
枚
つ
け
、
上
部
を
麻
紐
で
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る(

写
真
１)

。

　

民
宿
「
沖
廣
屋
」
に
戻
る
と
、
禊
で
冷
え
た
体
の
た
め
に
風
呂
が
沸
か
さ

れ
、
温
か
い
鍋
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。「
沖
廣
屋
」
に
も
「
事
な
き
柴
」
を
一

つ
渡
し
、
午
前
中
の
フ
ェ
リ
ー
で
帰
路
に
就
く
。

　

芦
屋
町
で
は
特
に
出
迎
え
の
行
事
は
な
く
、
そ
の
日
の
う
ち
に
組
合
員
が
、

島
か
ら
持
っ
て
帰
っ
た
昆
布
・
ス
ル
メ
・
沖
津
宮
の
お
札
・「
事
な
き
柴
」
を

各
自
組
合
事
務
所
に
取
り
に
来
る
。
そ
し
て
持
ち
帰
っ
た
「
事
な
き
柴
」
は
、

家
の
玄
関
の
し
め
飾
り
の
上
に
取
り
付
け
て
、
一
年
間
そ
の
ま
ま
飾
る
。
以
前

は
神
棚
に
飾
っ
て
い
た
。
家
だ
け
に
飾
り
、
漁
船
に
は
つ
け
な
い
。
船
に
は
、

お
守
り
と
し
て
沖
津
宮
の
お
札
を
つ
け
て
い
る
。
は
ず
さ
れ
た
前
年
の
「
事
な

き
柴
」
は
、
正
月
飾
り
と
共
に
、
十
五
日
の
「
ど
ん
ど
焼
き
」(

正
月
飾
り
を

お
焚
き
上
げ
に
す
る
小
正
月
の
行
事)

で
お
焚
き
上
げ
に
す
る
。

(

三)

小
結

　
「
大
島
参
り
」
は
、
芦
屋
町
全
体
で
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
遠
賀

漁
業
協
同
組
合
芦
屋
支
所
が
あ
る
西
浜
周
辺
の
ご
く
狭
い
範
囲
で
行
わ
れ
る
。

こ
の
地
区
の
漁
師
の
習
俗
で
あ
る
。
芦
屋
町
の
漁
師
は
、
大
島
同
様
に
沖
ノ
島

周
辺
で
、
船
に
寝
泊
ま
り
し
て
漁
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
彼
ら
も
大
島
の
人
々

と
同
様
に
沖
ノ
島
を
崇
拝
し
、
航
海
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て
い
る
。「
大
島

参
り
」
の
「
事
な
き
柴
」
は
、
そ
の
信
仰
の
現
れ
で
あ
る
。
家
の
玄
関
に
飾
り

な
が
ら
も
、
大
漁
祈
願
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
志
賀
島
の
「
事
な
き
柴
」

(

一)

志
賀
島

　

志し

か賀
海う
み
神
社
が
あ
る
志し

か
の賀

島し
ま

は
、
福
岡
県
福
岡
市
東
区
志
賀
島
。
福
岡
市
中

心
部
よ
り
、
フ
ェ
リ
ー
で
三
十
分
の
距
離
に
あ
り
、
周
囲
約
十
二
㌔
、
最
高
標

高
一
六
五
㍍
の
陸
繋
島
で
あ
る
。
島
内
の
集
落
は
、
志
賀
、
弘ひ
ろ

、
勝か

つ

馬ま

の
三
つ

の
地
区
に
分
か
れ
る
。
志
賀
の
地
域
は
漁
業
従
事
者
が
多
く
、
反
対
に
勝
馬
は

農
業
従
事
者
ば
か
り
で
、
弘
は
半
農
半
漁
で
あ
る
。
自
治
会
は
本
町
、
中
町
、

西
町
、
新
町
、
馬
場
町
、
弘
、
勝
馬
の
七
つ
で
あ
る
。

　

海
の
中
道
か
ら
志
賀
島
橋
を
渡
っ
て
島
に
入
る
と
、
北
方
に
大
き
な
鳥
居
が

あ
る
。
志
賀
海
神
社
の
一
の
鳥
居
で
、
こ
こ
か
ら
神
社
に
繋
が
る
参
道
が
延
び

て
い
る
。
約
五
〇
〇
㍍
進
む
と
、
神
社
の
石
段
が
見
え
て
く
る
。
石
段
下
に

は
、
お
清
め
用
の
「
お

潮
井
」
の
海
砂
が
置
か

れ
、
参
拝
者
自
ら
足
元

に
左
、
右
、
左
と
か
け

て
身
を
清
め
て
か
ら
神
社

に
入
っ
て
い
く
。
こ
の
お

潮
井
は
、
祭
り
の
場
面
で

必
ず
登
場
す
る
。
石
段
を

上
が
っ
て
い
く
と
、
境
内

社
の
山
神
社
な
ど
を
通
っ

て
山
門
を
抜
け
、
庭(

斎

庭)

を
通
り
石
段
を
上
が

る
と
拝
殿
が
あ
る
。
そ
の

図２ 志賀島全図
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左
手
奥
に
今
宮
社
、
そ
し
て
本
殿
を
囲
む
よ
う
に
末
社
が
配
置
さ
れ
る
。

　

志
賀
海
神
社
は
、
綿
津
見
三
神
を
祀
る
。
伊
弉
諾
尊
が
黄
泉
の
国
か
ら
戻

り
、
死
の
穢
れ
を
祓
う
た
め
、「
筑つ
く
し紫
の
日
向
の
橘
の
小
戸
の
檍
原
」
で
禊
を

行
っ
た
と
き
に
生
ま
れ
た
神
で
あ
る
。
海
の
底
か
ら
底
津
綿
津
見
神
、
中
か
ら

仲
津
綿
津
見
神
、
上
か
ら
上
津
綿
津
見
神
の
海
神
三
神
が
生
ま
れ
た
。
神
社
は

「
海
神
の
総
本
社
」「
龍
の
都
」
と
い
わ
れ
る
。
海
上
交
通
、
特
に
玄
界
灘
の

交
通
の
要
衝
で
、
ま
た
博
多
湾
の
総
鎮
守
と
し
て
、
そ
の
安
全
を
守
っ
て
い

る
。
同
時
に
、
塩
や
魚
介
類
な
ど
海
か
ら
の
豊
か
な
恵
み
を
も
た
ら
し
、
祓
い

清
め
に
よ
り
、
病
気
平
癒
、
健
康
長
寿
、
家
内
安
全
の
ご
神
徳
が
あ
り
、
島
民

に
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
昔
松
浦
か
ら
連
れ
去
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
を

助
け
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
守
護
の
ご
神
徳
も
あ
る
。

　

境
内
に
は
今
宮
社
が
あ
り
、
神
事
は
必
ず
本
殿
と
今
宮
社
で
行
わ
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
神
代
上
第
五
段
や
、『
古
事
記
』
上
巻
に
、「
三
柱
の
綿
津
見

神
は
阿
あ
づ
み
の
む
ら
じ

曇
連
等
が
祖
神
と
以も

ち
拝い

つ

く
神
な
り
。
故
、
阿
曇
連
等
は
、
そ
の
綿
津

見
神
の
子
、
宇
都
志
日
金
折
命
の
子
孫
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
阿
曇
族
が
綿

津
見
三
神
を
祖
先
神
と
し
て
祀
り
、
代
々
神
社
に
奉
職
し
て
い
る
。
今
宮
社
に

は
、
そ
の
祖
神
た
る
宇
都
志
日
金
折
命
の
他
、
住
吉
三
神
、
天
児
屋
根
命
、
阿あ

曇づ
み
の
い
そ
ら
ま
る
の
み
こ
と

磯
良
丸
命
な
ど
阿
曇
諸
神
を
祀
っ
て
い
る
。

　

ま
た
志
賀
島
の
西
北
部
に
は
、
干
潮
時
に
は
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き
る
島

で
、
摂
社
沖
津
宮
が
祀
ら
れ
る
小
島
が
あ
る
。
綿
津
見
三
神
の
う
ち
の
上
津
綿

津
見
神
、
天
御
中
主
神
を
祀
る
。
そ
の
向
か
い
の
高
台
に
は
摂
社
仲
津
宮
が
あ

り
、
仲
津
綿
津
見
神
を
祀
る
。
こ
の
高
台
は
七
世
紀
前
半
築
造
の
古
墳
で
、
平

成
六(

一
九
九
四)

年
の
福
岡
市
の
調
査
で
、
竪
穴
系
石
室
が
確
認
さ
れ
た
。

勝
馬
を
中
心
と
し
た
海
人
集
団
の
首
長
の
墓
と
み
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
海
の
中
道
の
先
端
部
に
、
摂
社
大
嶽
神
社
が
あ
る
。
志
那
都
比
古

神
、
志
那
都
比
売
神
、
保
食
神
、
神
功
皇
后
侍
従
の
大
濱
を
祀
る
。
年
に
一
度

初
午
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
る
。

　

島
に
は
、
神
功
皇
后
が
身
重
な
が
ら
戦
っ
て
勝
利
し
た
「
新
羅
の
役
」
の
伝

承
が
多
く
残
る
。
記
紀
に
も
記
さ
れ
る
話
だ
が
、
後
の
元
寇
の
際
に
は
、『
八

幡
宇
佐
宮
御
託
宣
集
』
や
『
八
幡
愚
童
訓
』
に
、
干
珠
・
満
珠
を
用
い
て
勝
利

す
る
話
と
し
て
登
場
し
、
わ
か
り
や
す
い
物
語
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

八
幡
信
仰
が
大
い
に
流
布
す
る
こ
と
と
な
る
。
干
珠
・
満
珠
は
、
海
の
干
満
を

自
在
に
で
き
る
海
神
の
呪
具
で
、
神
功
皇
后
は
、
こ
れ
を
適
宜
敵
前
の
海
中
に

投
下
し
て
大
勝
利
す
る
の
だ
。
志
賀
三
山
の
勝
山
の
名
は
、
こ
の
勝
利
か
ら
名

付
け
ら
れ
た
。
ま
た
皇
后
の
願
い
が
か
な
っ
た
と
い
う
「
叶
の
浜
」
や
、「
勝

馬
」「
下
馬
浜
」
の
よ
う
に
皇
后
の
馬
に
関
す
る
伝
承
地
が
あ
る
。

　
『
筑
前
国
風
土
記
』
逸
文
に
、
気

お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
足
姫
尊(

神
功
皇
后)

が
船
で
新
羅
に

向
か
う
と
き
、
夜
こ
の
島
に
停
泊
し
た
と
あ
る
。
ま
ず
神
功
皇
后
は
、
侍
従
の

小
濱
に
火
を
探
さ
せ
た
が
、
早
く
手
に
入
れ
て
戻
っ
て
き
た
。
次
に
侍
従
の
大

濱
が
「
近
く
に
家
が
あ
る
か
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、「
こ
の
島
は
打
昇
浜
と
近

く
、
地
形
も
相
続
い
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
同
じ
土
地
と
い
っ
て
よ
い
」
と
答
え

た
。
そ
こ
で
「
近ち
か

の
島
」
と
言
っ
た
も
の
が
訛
っ
て
、「
資し

か珂
の
嶋
」
と
よ
ん

で
い
る
と
あ
る
。
神
功
皇
后
の
新
羅
の
役
に
、
大
濱
と
小
濱
も
随
従
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
巻
十
応
神
天
皇
三
年
十
一
月
条
に
よ
れ
ば
、

大
濱
は
阿
曇
蓮
の
祖
大お
お
は
ま
の
す
く
ね

濱
宿
禰
と
い
う
。

『
八
幡
愚
童
訓
』
に
よ
れ
ば
、
神
功
皇
后
は
、
干
珠
・
満
珠
を
海
神
か
ら
借

り
る
た
め
に
龍
宮
へ
行
く
際
、
水
先
案
内
を
阿
曇
磯
良
に
任
せ
よ
う
と
す
る
。

し
か
し
磯
良
は
長
年
海
底
で
暮
ら
し
て
い
た
た
め
、
体
中
に
貝
や
海
藻
が
付
い

（
1
）

（
2
）
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て
お
り
、
こ
の
よ
う
に
醜
い
姿
で
は
海
か
ら
上
が
れ
な
い
と
い
っ
て
そ
れ
を
拒

む
。
そ
こ
で
住
吉
神
に
相
談
す
る
と
、
磯
良
が
好
き
な
「
細
せ
い
の
う
の男

舞ま
い

」
を
す
れ

ば
、
必
ず
海
か
ら
出
て
く
る
と
い
う
。
そ
こ
で
海
中
に
舞
台
を
作
り
、
五
人
の

神
楽
男
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、
八
人
の
乙
女
（
八や
お
と
め

乙
女
）
が
舞
い
を
舞
っ
た
。

こ
れ
が
神
楽
の
起
源
で
あ
り
、
神
社
に
伝
わ
る
「
八
乙
女
の
舞
」
の
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
た
同
書
に
は
続
い
て
、「
顔
之
悪
キ
事
ヲ
恥
給
テ
浄
衣
之
袖
ヲ
取
テ
顔
ニ

覆
ヒ
御
頸
ニ
鼓
ヲ
カ
ケ
セ
ヰ
ナ
ト
云
舞
ヲ
舞
ス
マ
シ
給
テ
」
と
あ
る
。
そ
の
様

子
を
再
現
し
た
舞
が
、
御
神
幸
祭
の
「
鞨か
っ
こ鼓

の
舞
」
で
あ
る
。

(

二)

祭
り
に
関
わ
る
人
々

ア

社
人

志
賀
海
神
社
の
祭
り
は
、
神
職
の
他
、「
社
人
」
に
よ
っ
て
斎
行
さ
れ
る
。

『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
、「
当
社
神
職
の
長
た
る
者
三
家
有
。
大
宮
司
、
別

当
、
禰
宜
是
也
」
と
あ
る
が
、「
社
人
」
は
神
職
資
格
者
で
は
な
く
、
島
の
一

般
男
性
で
あ
り
、
座
が
形
成
さ
れ
る
。
ま
ず
大
座
、
小
座
の
二
つ
に
分
か
れ
、

大
座
は
一
番
座(

大
宮
司)

、
二
番
座(

禰
宜)

、
三
番
座(

別
当)
で
、
各
々

一
良
、
二
良
、
三
良
、
四
良
と
分
か
れ
る
。
小
座
は
四
番
座(

検
校)

、
五
番

座(

宜
別
当)

、
六
番
座(

楽
座)

で
、
各
々
一
良
、
二
良
、
三
良
、
四
良
と
分

か
れ
る
。
計
二
十
四
人
だ
っ
た
。

　

現
在
は
給
料
制
だ
が
、
か
つ
て
年
手
当
を
給
し
て
い
た
。「
志
賀
島
雑
記
」

に
、
大
宮
司
一
良
に
米
六
俵
、
禰
宜
一
良
に
は
米
八
俵
、
別
当
二
良
に
は
米
四

俵
を
支
給
し
て
い
た
と
あ
る
。
禰
宜
一
良
が
大
宮
司
一
良
よ
り
多
い
の
は
、

「
実
権
は
禰
宜
に
あ
る
た
め
」
と
あ
る
。「
今
は
祠
官
の
家
も
お
と
ろ
え
て
、

土
民
に
ひ
と
し
く
な
れ
り
。
さ
れ
共
今
も
む
か
し
の
神
職
の
苗
裔
、
猶
日
々
月

々
の
祭
祀
を
執
り
行
へ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
家
柄
で
決
ま
っ
た
者
が
社
人
を

務
め
、
祭
祀
を
行
っ
て
い
た
。

　

大
祭
国く

に
ち
さ
い

土
祭
の
早
朝
、「
座
つ
き
」
が
あ
っ
た
。
生
後
百
日
ま
で
は
忌
の
関

係
で
神
社
に
参
拝
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
生
後
百
日
以
上
で
、
昨
年
の

「
座
つ
き
」
以
降
に
生
ま
れ
た
男
子
の
乳
幼
児
に
座
が
決
ま
る
。
御
座
帳
に
記

入
さ
れ
、
将
来
社
人
と
な
る
資
格
が
で
き
る
。
記
入
が
な
け
れ
ば
、
奉
仕
で
き

な
い
と
い
う
。
神
社
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
誓
う
の
だ
。
そ
の
時
に
決
定
し
た
座

は
、
一
生
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
座
は
、
大
宮
司
が
人
気
で
希
望
者
が
多
い
。

し
か
し
、
そ
う
な
る
と
な
か
な
か
神
社
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

あ
え
て
大
宮
司
を
避
け
て
六
番
座
に
就
き
、
早
く
神
社
で
奉
仕
し
た
い
と
望
む

者
も
い
た
。
亡
く
な
っ
て
欠
員
が
で
た
場
合
、
そ
の
座
の
中
で
順
に
上
に
上
が

る
。
今
は
座
を
決
め
る
こ
と
は
な
い
。
昭
和
三
十
七
年
に
は
二
十
一
人
い
た
社

人
も
、
現
在
は
四
人(

う
ち
一
人
は
見
習
い)

だ
け
で
、
昔
と
同
じ
形
で
続
け

る
こ
と
は
難
し
い
。

　

昔
は
志
賀
地
区
の
者
に
限
定
さ
れ
、
弘
や
勝
馬
の
者
は
社
人
に
は
な
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
現
在
は
関
係
な
く
、
年
齢
に
よ
り
他
の
仕
事
を
退
職
し
た
者
の

う
ち
、
神
社
へ
の
奉
仕
を
希
望
す
る
者
、
も
し
く
は
神
社
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

た
者
が
社
人
と
な
っ
て
い
る
。
総
代
だ
っ
た
人
も
い
る
。
ま
ず
「
見
習
い
」
と

し
て
入
り
、
し
ば
ら
く
し
た
後
、
三
日
間
神
社
に
参
籠
す
る
「
位
上
げ
」
を
受

け
て
、
一
人
前
の
社
人
と
な
る
。
前
日
か
ら
肉
を
食
べ
る
こ
と
を
禁
止
し
、
当

日
は
海
に
入
り
禊
を
し
て
か
ら
神
事
に
臨
む
。「
位
上
げ
」
後
は
、
神
職
し
か

入
る
こ
と
が
で
き
な
い
幣
殿
の
立
ち
入
り
も
許
さ
れ
て
い
る
。

　

社
人
は
、
白
衣
・
白
袴
で
奉
仕
し
、
神
事
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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神
職
を
補
助
し
て
い
る
。
朝
四
時
半
に
は
出
社
し
、
日
常
の
清
掃
、
祭
器
具
の

準
備
、
洗
米
の
準
備
な
ど
の
他
、
神
事
の
前
に
祓
詞
を
奏
上
す
る
「
前
祓
い
」、

神
事
中
の
太
鼓
や
笛
の
奏
上
、
神
饌
の
用
意
、
神
饌
献
撤
の
補
助
を
す
る
。
毎

日
欠
か
す
こ
と
が
な
い
日
供
は
、
一
日
に
朝
夕
二
回
行
わ
れ
る
が
、
神
饌
の
用

意
を
す
る
。
ま
ず
朝
九
時
に
朝
日
供
祭
が
あ
り
、
神
職
に
よ
り
修
祓
、
神
饌
を

祓
っ
て
供
え
、
祝
詞
を
奏
上
す
る
。
こ
の
と
き
、
こ
の
日
誕
生
日
の
氏
子
の
名

前
を
読
み
上
げ
る
。
今
日
一
日
安
心
し
て
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
一
年
が

無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
い
を
こ
め
、
地
域
名
と
名
前
を
よ
ぶ
。
島
内
在

住
者
だ
け
で
な
く
、
嫁
い
だ
な
ど
と
島
を
離
れ
た
者
の
名
前
も
名
簿
に
は
記
さ

れ
る
。
亡
く
な
っ
た
報
せ
を
受
け
て
初
め
て
外
さ
れ
る
も
の
で
、
名
簿
に
記
載

が
あ
る
限
り
、
名
は
呼
ば
れ
続
け
る
。
誕
生
日
を
迎
え
た
本
人
た
ち
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
、
そ
の
日
は
初
穂
料
を
持
っ
て
参
拝
に
訪
れ
る
。
氏
子
と
神
社
の

強
い
関
係
を
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
神
職
が
本
殿
、
今
宮
社
と
神
事
を
し
て
、

そ
の
他
の
境
内
社
は
拝
礼
だ
け
で
終
わ
る
。

　

夕
方
十
六
時
に
夕
日
供
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
十
五
時
頃
、
社
人
は
朝
の
神
饌

を
い
っ
た
ん
下
げ
、
新
た
に
夕
日
供
祭
の
た
め
の
神
饌
を
用
意
す
る
。
神
職
が

夕
日
供
祭
を
進
め
て
い
る
中
、
社
人
は
賽
銭
を
集
め
る
。
神
事
終
了
後
に
神
饌

を
下
げ
、
祭
器
具
も
片
付
け
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
ご
朱
印
な
ど
参
拝
者
の
対
応

も
す
る
。
そ
し
て
祭
事
で
は
、
特
別
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

イ

氏
子
総
代

　
「
総
代
さ
ん
」
は
、
本
町
、
中
町
、
西
町
、
新
町
、
馬
場
町
、
弘
、
勝
馬
の

七
町
内
の
各
町
内
か
ら
男
性
三
人
ず
つ
、
計
二
十
一
人
で
構
成
さ
れ
る
。
但
し

令
和
四
年
現
在
、
十
八
人
で
あ
る
。
総
代
は
、
社
人
と
違
い
、
神
事
の
場
を
つ

く
っ
て
奉
仕
す
る
。
祭
場
の
整
備
、
道
具
の
作
製
で
あ
る
。
社
人
と
同
様
、
白

衣
、
白
袴
で
奉
仕
す
る
。
準
備
・
後
片
付
け
は
体
を
動
か
す
も
の
だ
が
、
そ
う

い
っ
た
作
業
も
必
ず
白
装
束
で
行
う
。
白
装
束
で
な
け
れ
ば
、
幕
な
ど
の
お
宮

の
道
具
に
は
触
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。
し
か
し
道
具
の
中
で
も
、
提
灯

は
社
人
し
か
触
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
い
う
点
で
、
社
人
と
総
代
は
明
確

な
線
引
き
が
さ
れ
て
い
る
。
総
代
の
役
も
代
々
務
め
る
人
が
多
く
、「
家
で
決

ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
、
あ
る
総
代
は
話
し
て
い
た
。
彼
ら
は
持
ち
回
り

で
、
神
社
に
宿
泊
・
警
護
す
る
「
御
番
」
も
務
め
、
令
和
四
年
は
計
六
人
で
担

当
し
て
い
る
。

ウ

八
乙
女

ま
た
「
八
乙
女
」
と
い
う
集
団
が
あ
る
。
前
述
の
阿
曇
磯
良
を
誘
い
出
す
伝

承
に
基
づ
く
神
社
に
奉
仕
す
る
年
長
の
女
性
で
あ
る
。
老
い
が
穢
れ
を
な
く
す

と
い
わ
れ
、
老
女
が
務
め
る
。
家
付
き
（
世
襲
制
）
で
あ
る
。
実
際
昭
和
三
十

七
年
に
八
乙
女
だ
っ
た
者
の
子
孫
で
、
現
在
八
乙
女
に
な
っ
て
い
る
者
が
い
る
。

山
誉
め
祭
、
七
夕
祭
、
男
山
祭
・
御
神
幸
祭
・
夜よ

渡ど

祭さ
い

な
ど
大
祭
に
は
必
ず

出
仕
し
、
小
祭
に
は
出
な
い
。
つ
ま
り
八
月
六
日
・
七
日
と
続
く
七
夕
祭
は
、

同
じ
神
事
で
も
六
日
の
七
夕
朝
祭
、
七
夕
夕
祭
に
は
出
仕
し
な
い
が
、
七
日
の

七
夕
祭
に
は
出
仕
す
る
。
そ
の
名
の
通
り
本
来
八
人
だ
が
、
令
和
四
年
は
四
人

で
、
祭
り
に
よ
っ
て
は
三
人
の
と
き
も
あ
る
。
責
任
を
も
っ
て
、
必
ず
八
人
揃

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
が
、
現
在
で
は
そ
れ
も
難
し
い
。

　

か
つ
て
は
初
め
て
八
乙
女
に
な
る
と
き
は
、
社
人
同
様
「
位
上
げ
」
と
い
っ

て
、
宮
司
が
神
酒
を
持
っ
て
一
緒
に
島
内
を
巡
っ
た
。
昭
和
三
十
七
年
頃
に
は

そ
れ
も
な
く
な
り
、
先
輩
八
乙
女
が
先
達
と
な
り
、
島
を
廻
っ
た
と
い
う
。
（
7
）
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八
乙
女
は
「
八
乙
女
の
舞
」
を
供
奉
す
る
。
前
述
し
た
神
功
皇
后
の
新
羅
の

役
の
際
、
磯
良
を
海
底
よ
り
誘
い
出
す
と
き
に
舞
っ
た
話
に
基
づ
い
た
も
の

で
、
太
鼓
・
鈴
・
鉦
を
演
奏
し
な
が
ら
歌
い
舞
う
。
古
い
形
の
舞
で
、
神
前
か

ら
順
に
太
鼓
一
人
、
舞
人
、
鉦
と
並
ぶ
。
楽
器
に
合
わ
せ
て
舞
人
が
、
左
手
に

扇
、
右
手
に
鈴
を
持
ち
、
鈴
を
振
り
な
が
ら
右
に
三
回
廻
る
。
現
在
そ
の
時
々

で
参
加
す
る
人
数
が
異
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
舞
の
鉦
の
人
数
が
変
わ
る
。

エ

忌
神
社
に
奉
仕
を
す
る
人
々
は
、
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
喪
に
服
し

て
、
神
社
へ
の
出
入
り
は
し
な
い
。
両
親
が
亡
く
な
っ
た
場
合
が
一
番
重
く
な

る
が
、
江
戸
時
代
は
実
に
三
年
三
か
月
の
長
期
に
及
ん
だ
。
そ
の
後
一
年
一
か

月
と
な
り
、
そ
し
て
平
成
二
十
四
年
よ
り
伊
勢
神
宮
に
倣
っ
て
、
基
本
五
十
日

と
変
わ
っ
た
。
そ
れ
に
し
て
も
忌
に
対
し
て
厳
し
い
。
ケ
ガ
レ
が
及
ば
な
い
よ

う
に
と
、
火
を
別
に
す
る
。
こ
れ
を
セ
セ
ー
ラ
と
い
い
、
セ
セ
ー
ラ
小
屋
を
建

て
て
別
火
生
活
を
す
る
。
昭
和
十
年
頃
か
ら
小
屋
で
は
な
く
、
座
敷
内
に
青
竹

を
組
ん
で
区
別
し
た
。
今
は
な
い
。
出
産
の
と
き
も
夫
は
二
十
日
、
妻
は
四
十

日
別
火
生
活
を
し
て
い
た
が
、
昭
和
十
年
頃
か
ら
妻
だ
け
と
な
り
、
今
は
こ
れ

も
な
く
な
っ
た
。

　

神
職
に
対
す
る
潔
斎
は
さ
ら
に
厳
し
く
、
今
で
も
別
火
は
行
わ
れ
て
い
る
。

釜
、
食
器
、
布
団
ま
で
潔
斎
用
は
別
に
す
る
。
肉
食
は
許
さ
れ
な
い
が
、
玉
子

は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
洗
濯
も
男
女
、
上
の
も
の
・
下
の
も
の
、
普
段
の

も
の
・
お
宮
の
も
の
と
洗
濯
機
三
台
で
分
け
て
洗
う
。
干
す
場
所
も
ア
イ
ロ
ン

も
別
々
で
あ
る
。

　

社
人
の
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
、
か
な
り
業
務
に
影
響
が
で
て
し
ま

う
。
か
つ
て
社
人
が
三
人
だ
っ
た
と
き
に
、
義
母
が
亡
く
な
っ
た
社
人
が
、
百

五
十
日
間
服
忌
に
入
り
出
社
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
御
番
も
二
人
で
回
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

(

三)

七
夕
祭

　

八
月
七
日
に
七
夕
祭
が
あ
る
。
か
つ
て
旧
七
月
七
日
だ
っ
た
。
先
ん
じ
て
前

日
六
日
午
前
九
時
に
七
夕
朝
祭
、
午
後
五
時
に
夕
祭
も
斎
行
す
る
。
起
源
は
不

詳
だ
が
、
た
だ
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
も
、
当
時
の
七
夕
祭
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。「
七
月
七
日　

恒
例
の
大
祭
あ
り
此
日　

お
ち
こ

ち
よ
り
も
う
で
く
る
人
多
く
し
て
所
々
の
商
人　

品
々
の
う
り
物
を　

持
ち

つ
ど
い
て
村
中
市
を
な
す
」
と
、
当
時
は
、
参
道
に
多
く
の
店
が
出
て
、
多

く
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
と
い
う
。
現
在
出
店
は
な
い
が
、
境
内
で
「
事
な
き
柴

」
と
「
志
賀
茶
」
を
頒
布
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
求
め
て
、
志
賀
島
内

だ
け
で
は
な
く
、
近
辺
の
島
か
ら
も
漁
師
が
や
っ
て
く
る
。　

ア

志
賀
島
の
「
事
な
き
柴
」

八
月
五
日
は
、
一
日
か
け
て
、
祭
り
当
日
に
頒
布
す
る
「
事
な
き
柴
」
を
作

製
し
て
準
備
を
す
る
。
同
時
に
頒
布
す
る
「
志
賀
茶
」
は
、
八
女
茶
が
三
〇
㌘

入
っ
て
い
る
。
福
岡
市
東
区
香
住
ヶ
丘
の
お
茶
屋
か
ら
仕
入
れ
て
お
り
、
三
百

個
用
意
す
る
。
六
百
円
で
あ
る
。
神
さ
ま
に
お
供
え
す
る
お
茶
と
い
い
、
お
盆

の
仏
さ
ま
に
使
っ
て
も
よ
い
と
い
う
。
ふ
だ
ん
使
い
の
お
茶
で
は
な
い
の
で
、

少
量
入
り
に
し
て
い
る
。
も
ち
ら
ん
お
祓
い
を
済
ま
せ
て
い
る
。

　

一
方
、「
事
な
き
柴
」
で
あ
る
。
椎
の
枝
四
、五
本
を
束
に
し
て
、
紙
垂
を

挟
み
こ
ん
だ
竹
を
添
え
て
束
に
す
る(

写
真
２)

。
氏
子
総
代
に
よ
っ
て
作
製

（
8
）

（
9
）
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さ
れ
る
。
ま
ず
、
島
内
中
央
部
の
潮
見
公
園
か
ら
入
っ
た
と
こ
ろ
の
山
中
で
、

椎
の
木
を
伐
っ
て
く
る
。
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び
、
漁
業
組
合
の
倉
庫
に
広
げ

て
、
一
日
か
け
て
の
作
業
だ
。
大
き
く
伐
っ
て
き
た
枝
を
長
さ
四
〇
㌢
程
度
に

切
っ
て
い
き
、
形
よ
く
束
に
し
て
仕
上
げ
て
い
く
。
大
き
な
コ
ン
テ
ナ
に
ま
と

め
ら
れ
、
水
を
張
っ
て
、
祭
り
の
日
ま
で
保
管
さ
れ
る
。
七
夕
祭
当
日
、
拝
殿

に
お
い
て
お
祓
い
を
し
て
か
ら
、
境
内
で
頒
布
す
る
。
事
な
き
柴
は
四
百
円
で

あ
る
。
現
在
四
、五
百
本
作
る
が
、
か
つ
て
は
八
百
本
ほ
ど
作
っ
て
い
た
。
そ

れ
ほ
ど
求
め
る
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

祭
り
当
日
、
島
内
の
者
だ
け
で
な
く
、
玄
界
島
や
福
岡
市
西
区
西
ノ
浦
の
漁

師
も
買
い
に
来
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
島
外
の
人
は
六
日
、
島
内
の
者
は

七
日
と
自
然
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
六
日
の
早
朝
、
漁
船
に
大
漁
旗
、
日

の
丸
を
揚
げ
て
島
に
や
っ
て
く
る
。
か
つ
て
午
前
四
時
過
ぎ
に
は
来
て
い
た
と

い
う
が
、
二
〇
二
〇
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
小
学
校
が
ま
だ
休
み
で
は
な
い
た

め
、
そ
の
数
は
減
っ
て
出
足
も
遅
く
、
一
番
船
は
六
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。
フ

ェ
リ
ー
乗
り
場
の
横
の
広
場
に
は
、
前
日
大
漁
旗
が
三
方
に
張
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
先
の
防
波
堤
に
島
外
か
ら

の
船
が
着
く
。
志
賀
島
に
来
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
、

行
く
者
に
購
入
を
依
頼
し
、
忌

が
か
か
っ
て
い
る
者
も
代
理
に

購
入
を
依
頼
す
る
。
そ
の
た
め

一
人
で
十
本
ほ
ど
買
っ
て
い

く
人
も
い
る
。

　
「
事
な
き
柴
」
は
、
そ
の
名

の
と
お
り「
事
が
な
い
柴
」

で
、
つ
ま
り
災
難
も
何
事

も
な
く
無
事
帰
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
て
信
仰

さ
れ
る
。
志
賀
島
で
は
船

に
は
つ
け
ず
、家
に
祀
る
。

玄
関
先
、
玄
関
の
靴
箱
の

上
、
神
棚
と
飾
る
場
所
は

家
に
よ
っ
て
様
々
だ
が
、

い
ず
れ
も
出
か
け
る
と
き
に
葉
を
一
枚
取
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
る
。
こ
れ

が
お
守
り
と
な
る
。
前
年
の
も
の
は
神
社
に
持
ち
込
み
、「
お
返
し
」
す
る
。

神
社
で
は
、
そ
れ
を
ま
と
め
て
お
焚
き
上
げ
に
す
る
。
ま
た
現
在
で
は
、
葉
を

直
接
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
の
で
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
粉
々
と
な
っ
て
大
変
だ

と
い
う
わ
け
で
、
葉
を
一
枚
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
挟
み
こ
ん
で
カ
ー
ド
化
し
、
社

務
所
で
販
売
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に
島
に
来
た
人
の
話
に
よ
れ
ば
、
玄
界

島
の
漁
師
は
、
玄
関
と
船
と
両
方
に
飾
り
、
出
か
け
る
と
き
に
は
、
や
は
り
葉

を
一
枚
取
っ
て
身
に
着
け
て
い
る
。
西
ノ
浦
で
は
、
自
宅
の
床
の
間
、
神
棚
に

祀
り
、葉
を
取
る
こ
と
は
し
な
い
。
事
な
き
柴
の
使
い
方
は
、現
在
で
は
各
地
、

各
家
で
異
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
事
な
き
柴
」
は
、
神
社
の
伝
承
で
は
、
神
功
皇
后
伝
承
に
由
来
が
あ
る
。

神
功
皇
后
が
新
羅
の
役
の
時
に
、
志
賀
海
神
社
に
て
そ
の
無
事
成
功
を
祈
願
さ

れ
た
結
果
、
戦
い
に
勝
利
を
お
さ
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
無
事
帰
還
さ
れ
た
こ
と

を
喜
ば
れ
、
奉
賛
の
祭
典
を
奉
仕
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
の
際
、
御
船
の
舵
の
柄

で
あ
る
椎
の
木
を
境
内
勝
山
山
中
に
挿
し
立
て
ら
れ
た
。
後
に
、
そ
の
舵
の
柄

写真２　志賀島の「事なき柴」

写真３　志賀島の玄関先の「事なき柴」
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か
ら
芽
吹
い
た
葉
を
「
事
な
き
柴
」
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
他
の
神
事
で
も
、

島
で
は
榊
で
は
な
く
、
椎
の
木
を
用
い
て
い
る
。

(

二)

小
結

　

志
賀
島
の
志
賀
海
神
社
で
は
、
毎
年
七
夕
祭
と
し
て
「
事
な
き
柴
」
を
頒
布

す
る
。
氏
子
総
代
の
手
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
、
神
職
に
よ
っ
て
清
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。「
柴
」
と
名
が
つ
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
椎
の
木
を
使
用
す

る
。
志
賀
海
神
社
の
神
事
に
お
い
て
は
、
椎
の
木
が
神
聖
な
る
木
と
し
て
多
用

さ
れ
る
。
榊
は
使
わ
な
い
。
俗
に
「
山
誉
め
祭
」
と
い
う
四
月
十
五
日
の
「
山や
ま

誉ほ
め
た
ね
ま
き
か
り
す
な
ど
り
の
ま
つ
り

種
蒔
漁
猟
祭
」
と
十
一
月
十
五
日
の
「や

ま
ほ
め
か
り
す
な
ど
り
の
ま
つ
り

山
誉
漁
猟
祭
」
で
は
、
神ひ
も
ろ
ぎ籬
と
し
て

登
場
し
て
い
る
。
こ
の
祭
り
は
、
海
の
恵
み
は
山
か
ら
得
ら
れ
る
と
い
い
、
山

を
誉
め
て
豊
か
な
恵
み
を
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
だ
。
神
籬
は
、
そ
の
祈
り

の
対
象
で
も
あ
り
、
依
代
で
祓
串
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

志
賀
島
の
「
事
な
き
柴
」
は
、
家
に
取
り
付
け
、
す
べ
て
の
無
事
を
祈
願
す

る
。
そ
し
て
島
内
だ
け
で
な
く
、
近
郊
の
島
に
も
信
仰
が
浸
透
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

今
回
、
福
岡
県
遠
賀
郡
芦
屋
町
か
ら
宗
像
市
大
島
に
参
詣
し
、
大
島
の
ハ
マ

ビ
ワ
を
使
用
し
て
作
製
さ
れ
た
「
事
な
き
柴
」
と
、
福
岡
市
志
賀
島
で
作
成
さ

れ
七
夕
祭
で
頒
布
さ
れ
る
「
事
な
き
柴
」
と
比
較
し
て
み
た
。
い
ず
れ
も
そ
の

名
前
の
通
り
、
何
事
も
起
き
な
い
よ
う
に
無
事
を
祈
願
す
る
も
の
だ
っ
た
。
た

だ
、
前
者
は
、
宗
像
市
大
島
の
島
内
の
者
は
一
切
関
わ
ら
な
い
。
芦
屋
町
か
ら

わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
来
て
、「
事
な
き
柴
」
を
作
っ
て
持
ち
帰
っ
て
祀
る
。
一
方

志
賀
島
は
、
島
内
の
椎
の
木
で
作
製
し
、
島
内
、
さ
ら
に
は
そ
の
周
辺
の
島
で

も
祀
る
。
そ
し
て
、
芦
屋
町
と
志
賀
島
で
は
、
漁
師
が
行
う
に
も
関
わ
ら
ず
、

船
に
は
つ
け
な
い
。
家
の
玄
関
先
な
ど
に
つ
け
る
だ
け
だ
。
ま
た
や
は
り
漁
師

で
あ
る
志
賀
島
周
辺
の
島
で
は
、
船
に
も
つ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
祀
り

方
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

　

出
か
け
る
と
き
に
、
何
も
起
こ
ら
ぬ
こ
と
を
祈
願
す
る
「
事
な
き
柴
」
と
同

様
の
使
い
方
を
す
る
も
の
と
し
て
、
博
多
の
「
お
潮
井
砂
」
が
あ
る
。
福
岡
市

東
区
の
筥
崎
宮
の
北
の
浜
で
、
社
日
に
い
た
だ
い
て
く
る
海
砂
で
あ
る
。「
お

潮
井
て
ぼ
」
と
い
う
小
さ
な
竹
籠
に
入
れ
て
玄
関
先
に
置
き
、
出
か
け
る
者
の

足
元
に
か
け
て
、
そ
の
無
事
を
祈
願
す
る
。

　

お
潮
井
砂
は
、
志
賀
島
で
も
清
め
る
力
が
あ
る
と
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
写

真
３
の
よ
う
に
、
個
人
宅
の
玄
関
に
も
置
か
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
志
賀

海
神
社
の
入
口
、
並
び
に
拝
殿
前
に
は
砂
が
置
か
れ
、
神
社
に
入
る
前
、
参
拝

す
る
前
に
自
ら
左
、
右
、
左
と
砂
を
か
け
て
清
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
神

社
の
東
側
の
海
岸
に
注
連
縄
が
張
ら
れ
た
「
お
潮
井
場
」
が
あ
り
、
こ
こ
で
お

潮
井
砂
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
前
述
「
山
誉
め
祭
」
の
神
籬
を
固
定
す
る
の

は
、
こ
の
お
潮
井
砂
で
あ
る
。
ま
た
一
月
十
五
日
前
後
に
行
わ
れ
る
「
歩ほ

射し
ゃ

祭さ
い

」
は
、
特
に
お
潮
井
砂
の
力
が
発
揮
さ
れ
る
場
で
あ
る
。
新
年
に
あ
た
り
、

そ
の
年
の
豊
穣
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、
成
人
儀
礼
と
し
て
、
清
め
の
矢
を
射

る
祭
り
で
あ
る
。
射い

手て
し

自
身
を
清
め
る
だ
け
で
な
く
、
的
、
矢
、
射
場
も
、
お

潮
井
砂
で
清
め
る
。
ま
た
的
に
当
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
若
者
に
は
、
後
ろ
か

ら
肩
に
お
潮
井
砂
を
か
け
る
。
す
る
と
、
途
端
に
的
を
射
止
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。

　

ま
た
芦
屋
町
で
は
、
炊
事
場
の
と
こ
ろ
の
荒
神
さ
ま
に
シ
バ
を
供
え
る
が
、

特
に
思
う
よ
う
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
る
場
合
は
、
何
事
も
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
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と
今
で
も
そ
の
葉
を
一
枚
取
っ
て
持
参
し
、
無
事
を
祈
願
す
る
と
い
う
。
毎
月

一
日
と
十
五
日
に
は
、
き
ち
ん
と
シ
バ
は
新
し
い
も
の
に
取
り
換
え
ら
れ
る
。

　

芦
屋
町
も
志
賀
島
も
漁
業
を
生
業
と
す
る
地
域
と
い
う
他
、
神
功
皇
后
の
伝

承
地
と
い
う
共
通
点
も
あ
る
。
志
賀
島
で
は
、
神
功
皇
后
の
伝
承
が
数
多
く
残

り
、「
事
な
き
柴
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
方
、
芦
屋
町
で
は
、「
事
な

き
柴
」
と
神
功
皇
后
と
の
関
連
を
い
わ
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
『
日
本
書
紀
』

に
あ
る
よ
う
に
、
立
ち
寄
ら
れ
た
伝
承
地
で
あ
る
。

　

し
か
し
志
賀
島
も
芦
屋
町
も
、
祭
神
の
性
質
や
、
実
際
の
生
業
で
あ
る
漁
と

の
関
わ
り
な
ど
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
神
功
皇
后
伝
承
・
信
仰
と
い
う
よ
り

も
、
沖
ノ
島
へ
の
信
仰
、
海
の
神
へ
の
信
仰
と
し
て
、「
事
な
き
柴
」
は
漁
師

た
ち
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
神
の
力
が
依
り
つ
く
「
事
な
き

柴
」
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、
芦
屋
町
は
沖
ノ
島
に
祀
ら
れ
る
宗
像
三
女

神
の
力
、
志
賀
島
は
海
神
綿
津
見
三
神
の
力
を
い
た
だ
く
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
芦
屋
町
か
ら
大
島
に
や
っ
て
き
て
「
事
な
き
柴
」
を
作
製
す
る
こ
と
が
目

を
ひ
く
が
、
実
は
志
賀
島
に
周
辺
の
島
か
ら
や
っ
て
来
て
買
い
求
め
る
こ
と
と

同
じ
こ
と
で
、
違
和
感
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
こ
に
祀
ら
れ
る
神
の
依

代
と
し
て
、
呪
物
と
し
て
「
事
な
き
柴
」
を
祀
っ
て
い
る
。
材
料
も
形
も
異
な

る
が
、
そ
の
地
の
信
仰
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
、
航
海
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す

る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
生
活
全
般
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
た
。
こ
れ

が
「
事
な
き
柴
」
で
あ
る
。

　

謝
辞
、
遠
賀
漁
業
協
同
組
合
芦
屋
支
所
中
西
隆
雄
氏
、
志
賀
海
神
社
平
澤
憲

子
氏
、
氏
子
総
代
小
林
憲
吾
氏
に
、
さ
ま
ざ
ま
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記

し
て
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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